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 各   位 
会 社 名 Shinwa Wise Holdings 株式会社 

代表者名 代表取締役社長  倉田 陽一郎 

（東証スタンダード市場・コード２４３７） 

問合せ先 取  締  役   岡崎 奈美子 

電話番号 ０３－５５３７－８０２４ 

    （http://www.shinwa-wise.com）  

 

 

当社子会社である Edoverse 株式会社と Now Do 株式会社及び同子会社 Edo All United  

株式会社は Edoverse Foundation と連携し、協業開始することに関するお知らせ 

 

当社子会社である Edoverse 株式会社は、Now Do 株式会社(本社：東京都新宿区 代表取締役：

本田圭佑)とその子会社 Edo All United 株式会社（本社：東京都新宿区 代表取締役：鈴木良介）

と連携し、Edoverse Foundation(本社：Panama CEO Julia Martinez)が開発を進める仮想空間

GameFi「Edoverse」(以下 Edoverse といいます。)内において、教育事業及びサッカースタジアム開

発運営を協業することについて本日開催の取締役会において決議しましたので、お知らせいたし

ます。  

 

記  

 

１． 協業の目的 

 Now Do株式会社と、その子会社 Edo All United株式会社は、教育事業とサッカー関連事業の

開発を推進しています。 

  Edoverse Foundation と Edoverse 株式会社は、「Edoverse」内に必要なコンテンツの一つとなる

教育事業を、Now Do 株式会社らと協業することにより、「Edoverse」内のコンテンツの推進・拡大を

進めることができます。 

また、「Edoverse」内に様々なゲームを開発するコンテンツの一つとして、サッカーゲームの開

発・運用に向けたサッカースタジアムの建設を進めるに当たり、実社会で展開するサッカーチーム

と協業することにより、より本格的なコンテンツの実現を目指すことができます。  

実社会で展開するサッカーチームが仮想空間内でのホームスタジアムを「Edoverse」内に置くこ

とにより、同チームのファン層を広げ、ブランディングの強化をはかることもできるようになります。 

以上のとおり、当社は、Now Do 株式会社と、その子会社 Edo All United 株式会社と協業し、

「Edoverse」内のコンテンツの推進・拡大を目的としています。 

 

２． 合意の概要 

【教育事業】 

１）Edoverse 株式会社がコンサルテーション業務により開発を進める「Edoverse」内において、

Now Do株式会社と Edoverse株式会社が協力して、教育事業とサッカー関連事業の開発を推

進する。 

２）Now Do株式会社と Edoverse株式会社は協力して、「Edoverse」内において、寺子屋、塾も

しくは学校(以下、教育施設)を開設し、運営する。 

３）Edoverse 株式会社は、「Edoverse」内の教育施設の土地 NFT を、Now Do株式会社のため

http://www.shinwa-wise.com/


に確保し提供する。 

 

【サッカースタジアム開発運営事業】 

４）Edoverse 株式会社は、Now Do株式会社に「Edoverse」内の築地地区の土地 NFT を確保・

提供し、蹴球場（以下、サッカースタジアム）の建設・運営を目指す。 

５）Edoverse 内のサッカースタジアムを、Now Do 株式会社の傘下でオンラインサロンによる運

営により活動・展開している社会人サッカーチーム「EDO ALL UNITED」の仮想空間上に置け

るホームスタジアムとする。 

６）Edoverse 内のサッカースタジアムにおいて、ゲーム開発・運営を協力してゲームの企画・開

発を行う。 

 

３． 協業相手先の概要 

(１)会社名 Now Do株式会社 

(２)所在地 東京都新宿区西新宿 2-1-12丁目 1番 1号 

新宿三井ビルディング 11階 

(３)代表者 代表取締役 本田圭佑 

(４)事業内容 教育サービスの提供、並びに運営システム

の開発施設、指導者、ユーザーのマッチン

グサポート、並びに運営システムの開発施

設運営の計画立案、集客支援、コンサルテ

ィング業務 

(５)資本金 1億円 

(６)設立年月 2017年９月 

(７)上場会社と当該会社との関係  

資本関係 該当事項はありません 

人的資本 該当事項はありません 

取引関係 該当事項はありません 

(８)大株主および持ち株主比率 KSK Group株式会社 ７８．２９％ 

 

(９)当該会社の最近 3年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2019年４月期 2020年４月期 2021年４月期 

純資産 47,172千円 471,717千円 434,338千円 

総資産 55,193千円 509,587千円 441,000千円 

売上高 17,950千円 42,995千円 71,457千円 

営業利益 △36,970千円 △49,634千円 △37,513千円 

経常利益 △36,884千円 △49,633千円 △37,508千円 

当期純利益 △37,179千円 △50,343千円 △37,379千円 

 

４． 協業相手先の概要 

(１)会社名 Edo All United株式会社 



(２)所在地 東京都新宿区西新宿 2-1-1 新宿三井ビル

ディング 11階 

(３)代表者 代表取締役 鈴木良介 

(４)事業内容 サッカークラブ運営、サッカー競技等の選

手育成、指導者の養成業務等々 

(５)資本金 500万円 

(６)設立年月 2020年 3月 

(７)上場会社と当該会社との関係  

資本関係 該当事項はありません 

人的関係 該当事項はありません 

取引関係 該当事項はありません 

(８)大株主および持ち株主比率 Now Do株式会社 100％ 

 

(９)当該会社の最近年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2020年 1月期 2021年 1月期 

純資産 22,071千円 24,505千円 

総資産 41,271千円 26,068千円 

売上高 41,954千円 27,411千円 

営業利益 25,883千円 2,503千円 

経常利益 25,883千円 2,504千円 

当期純利益 17,071千円 2,434千円 

 

５． 協業の日程 

取締役会決議日 ２０２２年 11月 16日 

契約締結日    ２０２２年 11月 16日(予定) 

協業開始日    ２０２２年 11月 16日(予定) 

 

６． 今後の見通し 

本件が、当期の当社連結業績に与える影響については、現時点では不明です。今後、業績に

影響 を与える事項が発生した場合には、速やかに開示いたします。 

以 上 

 

＜参考情報＞ 

Now Do株式会社とは 

Now Do 株式会社は、サッカー元日本代表の本田圭佑氏が代表を務め、「世界中の誰もが夢を

追い続けられる世界を創る」をビジョンに掲げております。社会問題である教育格差をなくすため

25 歳未満の学生を対象にソーシャルオンラインスクール「NowDo」（ https://nowdo.net/ ）の運営

や、保護者の負担を軽減しご自宅の近くの場所など好きな場所にスポーツプレイヤーを呼ぶことが

できるマッチングプラットフォーム「NowEX」（https://nowex.net/）、世の中に強い影響力を持つ各

界のトップランナーの音声が月額 980円（税込）で聴き放題となる定額制のプレミアム音声サービス



「NowVoice」( https://voice.nowdo.net/ )を運営しております。 

 

EDO ALL UNITED とは 

Edo All United 株式会社がオンラインサロンで運営する、リアル参画を体現したサッカークラブ

「EDO ALL UNITED」（所属：東京都社会人サッカーリーグ 2部。登録エリア：東京都中央区）。 

EDO ALL UNITEDは、月に 1万円払えば誰でもクラブ経営に参加にできるというコンセプトで運

営される創業 2年目になる社会人のサッカークラブ。意思決定のプロセスは提案&選挙で決定され、

誰でもどんな内容でも提案できる。本田圭佑氏が選挙で GM に就任。投票では 1 人 1 票。 EDO 

ALL UNITED は Web3 の DAO に似ているが、アナログかつオフチェーンのサッカークラブ。世界

一のクラブづくりを目指す。 

 

Edoverse とは 

德川宗家 19代德川家広氏が江戸の町を監修し、Edoverse 株式会社が、Edoverse Foundation

のコンサルテーションを行い、NFT アートをちりばめた江戸のメタバース（仮想空間）を構築します。

今後のアート流通における新たなマーケットとしても拡大が見込まれるデジタル仮想空間上に江戸

時代の世界観を再現し、その中でアートに関わるさまざまなコンテンツを運営するアートコンプレッ

クスを展開することにより、ユーザーへのアート体験や日本文化の啓蒙のほか、NFT・ブロックチェ

ーン技術を用いることにより、そこへ出展するアーティストへの経済的還元を実現する仕組みなど

の構築を行い、持続可能な参加者還元型エコシステムの実現を目指します。 

 

 


